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（
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平
家
の
姫
と
源
氏
の
武
将

　

二
人
の
悲
恋
物
語
を
今
に
し
の
ぶ

椎
葉
平
家
ま
つ
り

平
家
伝
説

　

一
一
八
五
年
、
壇
ノ
浦
の
戦
い
に
敗

れ
た
平
家
が
山
深
い
椎
葉
の
里
に
隠

れ
住
ん
だ
。
そ
こ
に
平
家
の
残
党
を
追

う
源
氏
の
武
将
、
那
須
大
八
郎
宗
久
が

や
っ
て
来
た
。
し
か
し
、
ひ
っ
そ
り
と

暮
ら
す
落
人
を
深
く
哀
れ
み
、
討
伐
を

断
念
。
平
家
の
守
り
神
で
あ
る
厳
島
神

社
を
建
て
、
農
耕
の
法
を
教
え
、
共
に

暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
。

　

や
が
て
平
家
の
鶴
富
姫
と
恋
仲
に
な

る
が
、幕
府
か
ら
の
帰
還
命
令
が
届
く
。

す
で
に
身
ご
も
っ
た
姫
を
置
い
て
い
く

大
八
郎
は
「
生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
が

男
子
な
ら
我
が
故
郷
下し
も
つ
け野

の
国
へ
、
女

子
な
ら
こ
の
地
で
育
て
よ
」
と
言
い
残

し
、
椎
葉
を
後
に
し
た
。
姫
は
女
子
を

産
み
、
後
に
婿
を
迎
え
て
那
須
姓
を
名

乗
ら
せ
た
の
で
あ
る
。

那須 大八郎　椎葉 照
てる

高
たか

さん　27歳・尾向（追手納）



�

華
や
か

「
椎
葉
平
家
ま
つ
り
」

　

二
人
の
悲
恋
を
し
の
ぶ
「
椎
葉
平
家

ま
つ
り
」
が
11
月
６
日
か
ら
８
日
ま
で

行
わ
れ
、
県
内
外
か
ら
２
万
人
の
観
光

客
が
訪
れ
ま
し
た
。
暖
か
な
秋
晴
れ
の

中
で
の
多
彩
な
催
し
。
華
や
か
な
３
日

間
を
写
真
で
振
り
返
り
ま
す
。

【
写
真
撮
影
】
役
場 

総
務
課
・
甲
斐
写
真
館

観
光
し
い
ば　
椎
葉　

瞳ひ
と
み

さ
ん　

24
歳
・
日
向
市 

※
尾
向
（
向
山
日
添
）
出
身

鶴 

富 

姫　
尾お

川が
わ 

翠み
ど
り
さ
ん　

22
歳
・
尾
向
（
三
方
界
）



�

11月６日（１日目・鶴富姫法
ほう

楽
らく

祭
さい

）

琵
び

琶
わ

演奏

鶴富姫と那須大八郎の逢
おう

瀬
せ

（上）　　上椎葉神楽「かんしい」（下）



尾八重ひえつき節保存会
稗
ひえ

つき体験

�

11月７日（２日目）

オープニングセレモニー　餅まき

神楽行列 小崎やんぼし踊り十根川神楽子ども鶴富姫 大八郎



古郷太鼓「扇一座」

�

11月７日（２日目・郷土芸能の夕べ）

向山日添神楽「森の弓」（左下）「太平楽」（右上）

民謡披露

嶽の枝尾神楽「鬼神」



大和絵巻武者行列　記念撮影（上）　　　　　　　　　畑鳥の巣神楽「柴引き面」（下）

街頭パレード「ひえつき節踊り」

�

11月８日（３日目）

子ども大八郎 鶴富姫島倉千代子コンサート 宮崎学園吹奏楽部
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▲

開
会
式
で
の
表
彰
式
。

　

右
か
ら
尾
川
源
さ
ん
、
椎
葉
昭
義
さ
ん
、

　

尾
前
虎
男
さ
ん（
代
理
：
尾
前
享
昭
さ
ん
）

【自 治 功 労】尾川　源（82 歳・尾向 三方界）
　　　　　　　　元 尾向区長・公民館長（８年）
　　　　　　　　元 村老人会連合会長（９年）

【自 治 功 労】椎葉 昭義（74 歳・上椎葉 桑の木原）
　　　　　　　　前 村監査委員（３期 12 年）
　　　　　　　　元 村議会議員（２期８年）

【産業振興功労】尾前 虎男（70 歳・尾向 寺床）
　　　　　　　　元 村和牛改良組合長（４年）

村政功労者表彰

椎葉平家まつり2009　関連イベント表彰者（敬称略）

農産物品評会
　※出品数230点（全５部門）

【根菜の部】優等：大根
　黒木　義明（大河内 矢立）

【葉菜の部】優等：ホウレンソウ
　椎葉美千代（大河内 本郷）

【花きの部】優等：デルフィニウム
　椎葉　瑞枝（尾向 向山日添）

【特用及び果実の部】優等：ユズ
　椎葉　直義（尾八重 瀧･春山）

【飼料カボチャの部】
　椎葉　利明（大河内 矢立）

■カボチャ重さ当てクイズ
　※答え：大35.8kg・小1.7kg
　※参加者249人

【正解者】※小に１人
　大塚ミチ子（五ヶ瀬町）

【苗木の部】優等：スギ
　椎葉十美夫（尾向 向山日当上）

【椎茸ほた木の部】
　椎葉　昭男（上椎葉 尾田山中）

小学生剣道大会
　（11月８日・椎葉小学校）
　※参加：13団体102人
■学年別優勝者

１年　椎葉　純大（椎葉少剣）
２年　中矢　大登（諸少剣道）
３年　西山健太郎（七ツ山剣道）
４年　甲斐　慈玄（攻玉館）
５年　中田純之助（攻玉館）
６年　水元　義樹（攻玉館）
鶴富姫賞　西川　真由（一擲会）
大八郎賞　大寺　将路（一擲会）
※鶴富姫・大八郎賞は、声や試
　合態度で選考し決定されます。

　平家まつり期間中に撮影した写
真を甲斐写真館で販売していま
す。ご希望の方は、ぜひお問い合
わせください。
※芸能人の写真等は肖像権により

販売できない場合があります。
■問い合わせ先
　役場 総務課「広報しいば」係
　　☎０９８２−６７−３２０１
　甲斐写真館（上椎葉）
　　☎０９８２−６７−２０５６

■申し込み先
〒883-1601
宮崎県東臼杵郡椎葉村
大字下福良1747番地20
　椎葉村役場 総務課
　「広報しいば」
　プレゼント係

　ハガキに住所・氏名・年齢・希望
品名を書いてご応募ください。
※１月15日（金）消印有効

①「島倉千代子」
　サイン色紙（20名様）

②「椎葉平家まつり」
　記念切手（５名様）

※
11
月
６
日
よ
り
限
定
発
売
中
！

プレゼント

コーナー
まつりの写真が
購入できます！

■椎葉の農業クイズ（全７問）
　※参加者71人  ※全問正解者無し

【１問違い】※該当者２人
　那須　秋芳（小崎 入子蒔）
　椎葉　武仁（不土野中）　

【２問違い】※該当者１人
　岡本　男二（大分県佐伯市）

林業コンクール
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【イベント部門】応募数63点

 

特
選
短
評 　

椎
葉
平
家
ま
つ
り
の
神
楽
の
様
子
。
こ

の
写
真
は
、
ま
さ
に
題
名
ズ
バ
リ
を
表
現
し
た
作
品
で

す
。
祖
母
が
お
孫
さ
ん
の
成
長
・
健
康
を
祈
っ
て
弓
通

し
を
し
、そ
の
幸
せ
い
っ
ぱ
い
の
表
情
が
素
晴
ら
し
い
。

背
景
の
ま
つ
り
の
賑
わ
い
も
効
果
的
で
す
。

入賞作品発表！
　「第８回椎葉の四季フォトコンテスト」に、たくさんのご応募あり
がとうございました。応募総数147点の中から入賞された作品を、
ここに発表させていただきます。

第８回「椎葉の四季」
フォトコンテスト

主　催：椎葉村観光協会
協　賛：富士フィルムイメージング（株）
　　　　福岡営業所
審査員：小川 穰

みのる

 氏（日本写真芸術学会会員）

【四季部門】応募数84点

城本 ノブエ（熊本県）　松村 洋一（熊本県）
牛島 健一（熊本県）　　甲斐 宗昭（椎葉村）
井上 克幸（長崎県）

 特選短評 　紅葉と黄葉が目にしみる美しさで
す。周辺には紅葉した木々が山をいろどっていま
す。扇山からは遠くの山々がかすんで見えます。ス
ケールの大きい素晴らしい風景を印象的に表現し
ています。

「
収
穫
の
喜
び
」

甲
斐 

顕
正
（
椎
葉
村
）

 

準
特
選
短
評 　

棚
田
が
広
が
る
山や
ま
裾す
そ

に
民
家
が
点
在
し
、
椎
葉
村
が
代
々
こ

の
様
な
生
活
を
営
ん
で
来
た
こ
の
風
景

は
、
我
々
が
見
た
こ
と
が
な
い
シ
ー
ン

で
す
。
ち
ょ
う
ど
雲
が
湧
き
、
ま
た
、

滝
が
流
れ
落
ち
、
環
境
も
よ
く
分
か
り

ま
す
。
高
い
所
か
ら
の
撮
影
で
、
広
く

山
々
も
と
ら
え
ま
し
た
。

「雲の上の棚田」
牛島 健一（熊本県）

「山頂秋彩」　松村 洋一（熊本県）

特　

選

賞
金
５
万
円

準特選
賞金３万円

奨励賞
賞金各２万円

「清流の桜」
大社 正照（鹿児島県）

入　選
賞金各５千円

「
山
シ
ャ
ク
ヤ
ク
を
求
め
て
」

嶋
岡 

伸
好
（
門
川
町
）

「孫の成長を願って」牛島 健一（熊本県）

特　選
賞金５万円

 

準
特
選
短
評 　

平
家
ま
つ
り
武
者
行

列
の
人
た
ち
の
記
念
写
真
タ
イ
ム
時
で
の

ち
ょ
っ
と
し
た
ハ
プ
ニ
ン
グ
を
素
早
く
ス

ナ
ッ
プ
し
、ユ
ー
モ
ア
感
溢
れ
る
作
品
と
な

り
ま
し
た
。
武
者
と
ハ
イ
テ
ク
の
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
の
組
み
合
わ
せ
と
、被
写
体
に

な
っ
た
武
者
と
後
ろ
の
行
列
の
人
、カ
メ
ラ

を
持
つ
公
家
さ
ん
の
表
情
が
印
象
的
で
す
。

「ちょっと失礼」
大社 正照（鹿児島県）

準特選
賞金３万円

木村 　啓（神奈川県）　富田 吉紀（熊本県）
牛島 健一（熊本県）　　金子 昌暉（熊本県）
大社 正照（鹿児島県）

入　選
賞金各５千円

「
生
憎
の
雨
」

林
田　

豊
（
熊
本
県
）

奨励賞
賞金各２万円

「笑顔で『コライサノサッサ』」
井上 克幸（長崎県）

「十根川臼太鼓」
千葉 雄一（延岡市）
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椎葉
晃充
村長の

11月の
動き

３
日　

新
富
町
施
行
50
周
年
記
念
行
事

４
日　
新
過
疎
対
策
法
制
定
促
進
決
起
大
会（
東
京
都
）

　
　
　

全
国
過
疎
自
立
促
進
協
理
事
会

５
日　

県
町
村
会
理
事
会
（
宮
崎
市
）

６
日　

県
行
財
政
改
革
懇
談
会（
宮
崎
市
）

　
　
　

平
家
ま
つ
り
２
０
０
９
法
楽
祭

７
日　

平
家
ま
つ
り
２
０
０
９

８
日　

平
家
ま
つ
り
２
０
０
９

９
日　

第
８
回
庁
議
（
役
場
）

　
　
　

九
州
町
村
会
長
会（
大
分
県
九
重
町
）

11
日　
地
デ
ジ
安
全
祈
願
祭（
椎
葉
厳
島
神
社
）

　
　
　

平
成
22
年
度
当
初
予
算

　
　
　
　

編
成
方
針
説
明
会（
役
場
）

12
日　

入
札
会
（
役
場
）

　
　
　

広
域
連
合
議
会
（
日
向
市
）

　
　
　
天
皇
陛
下
即
位
20
周
年
記
念
祝
賀
会（
宮
崎
市
）

16
日　

県
統
計
協
会
総
会
（
宮
崎
市
）

17
日　

全
国
町
村
会
理
事
会
（
東
京
都
）

　
　
　

全
国
治
水
砂
防
協
会
促
進
大
会

　
　
　
本
県
選
出
国
会
議
員
と
の
意
見
交
換
会

18
日　
町
村
長
研
修
、全
国
町
村
長
大
会（
東
京
都
）

19
日　

全
国
山
村
振
興
連
盟
総
会（
東
京
都
）

　
　
　

国
保
制
度
改
善
強
化
大
会

　
　
　

九
州
地
区
自
立
町
村
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　
　

国
幹
部
と
情
報
交
換
会

20
日　
ダ
ム
発
電
関
係
全
国
協
議
会（
東
京
都
）

　
　
　

全
国
浄
化
槽
推
進
協
議
会

25
日　

補
正
予
算
査
定
（
役
場
）

27
日　

入
札
会
（
役
場
）

　
　
　

第
６
回
村
議
会
臨
時
会
（
議
場
）

　
　
　
椎
葉
武
さ
ん
百
歳
長
寿
お
祝
い（
横
野
）

　
　
　

水
上
村
と
の
意
見
交
換
会（
村
内
）

30
日　

県
建
築
協
会
要
望
活
動
来
村

▲笑顔で開会、椎葉
平家まつり（７日）

椎
葉
村
長　

椎
葉 

晃
充

　

去
る
10
月
22
日
、
東
京
赤
坂
御
苑
に
て

天
皇
皇
后
様
主
催
の
秋
の
園
遊
会
に
お
誘

い
を
受
け
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

春
・
夏
の
年
二
回
の
園
遊
会
で
す
が
、

時
の
総
理
大
臣
や
衆
・
参
議
院
議
長
、
角

界
の
著
名
な
方
々
や
功
績
の
あ
る
方
々
と

配
偶
者
が
お
招
き
を
受
け
ま
す
。

　

多
く
の
方
が
招
か
れ
ま
す
の
で
、
私
は

隣
の
熊
本
県
水
上
村
の
成
尾
村
長
と
比
較

的
後
部
に
た
ち
ま
し
た
。

　

や
が
て
、
天
皇
陛
下
が
会
釈
を
し
な
が

ら
通
ら
れ
ま
し
た
が
、
皇
后
様
が
私
の
名

札
を
ご
覧
に
な
り
「
宮
崎
県
の
椎
葉
村
か

ら
お
い
で
で
す
か
、
遠
い
と
こ
ろ
ご
苦
労

様
で
す
。」
と
大
変
光
栄
な
お
言
葉
を
お

か
け
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
皇
太
子
様
が
微
笑
み
な
が
ら
通

ら
れ
、
次
に
秋
篠
宮
様
が
立
ち
止
ま
ら
れ

「
春
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

大
変
す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
是
非
、
ま
た
行
き
た

い
で
す
ね
。」
と
お
声
を
お
か
け
頂
き
ま

し
た
の
で
、
私
も
「
そ
の
節
は
、
記
念
植

樹
を
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
村
民
み
ん
な
が
喜
ん
で
お
り
ま
す
。」

と
申
し
あ
げ
ま
し
た
。

　

そ
の
す
ぐ
後
に
秋
篠
宮
妃
殿
下
が
お
止

ま
り
に
な
り
「
春
に
は
殿
下
が
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
非
常
に
良
い
所
だ
そ
う
で

す
ね
。私
も
是
非
行
っ
て
み
た
い
で
す
ね
。

小
島
先
生
か
ら
椎
葉
の
民
俗
文
化
の
こ
と

を
聞
い
て
勉
強
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。
椎
葉
の
地
蜜
が
大

変
美
味
し
か
っ
た
で

す
。
私
も
是
非
、
椎
葉

に
お
伺
い
し
て
み
た

い
で
す
。」
と
思
い
が

け
な
い
お
言
葉
を
お

か
け
頂
き
ま
し
た
。

　

周
囲
の
参
加
者
も
、

な
ぜ
椎
葉
だ
け
が
皇

室
の
方
か
ら
特
別
に

お
声
を
頂
く
の
か
と

い
う
感
じ
で
し
た
。

　

皇
室
に
お
い
て
「
椎

葉
」
の
名
が
知
れ
渡
っ

て
い
る
こ
と
に
驚
き

と
感
激
を
新
た
に
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
度
の
経
験
で
、

椎
葉
村
民
と
し
て
、
ま

た
、
村
民
の
皆
さ
ん
一

同
、
更
に
誇
り
と
自
信

を
も
っ
て
椎
葉
に
生

き
て
い
く
こ
と
の
大

切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
偏
に
、
村
民
の
皆
さ
ん
の
支
え

で
ご
招
待
を
頂
い
た
も
の
で
あ
り
、
村
民

の
皆
さ
ん
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
、
皆
さ

ん
と
と
も
に
す
ば
ら
し
い
思
い
出
に
し
、

今
後
の
糧
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

秋
の
園
遊
会
に
招
か
れ
て
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日
向
東
臼
杵
情
報

と
な
り
村
へ
行
こ
う
よ
！

紹介します！

　

１
月
末
か
ら
２
月
中
旬
に
か
け
て
３

つ
の
地
区
で
神
楽
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
神
楽
宿
に
は
神
高
屋
が
建

て
ら
れ
、
神
社
か

ら
八
百
万
の
神
々

を
迎
え
る
舞
い
入

れ
も
見
応
え
が
あ

り
ま
す
。
夜
を
徹

し
て
舞
わ
れ
る
勇

壮
な
神
楽
は
神
秘

的
で
す
。
ふ
る
ま

わ
れ
る
お
神
酒
と

諸も
ろ

塚つ
か

神か

ぐ

ら楽
の
ご
案
内

諸　

塚　

村

神
楽
料
理
、
幻
想
的
な
神
楽
を
鑑
賞
、
そ

し
て
地
元
の
方
と
の
交
流
を
楽
し
ま
れ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

戸と

下し
た

神
楽

【
日
程
】
１
月
30
日（
土
）〜
31
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
頃
〜
翌
朝
お
昼
前
ま
で

【
場
所
】
荒あ

ら

谷た
に

地
区　

戸
下
集
会
所

南み
な
み

川が
わ

神か
ぐ
ら楽

【
日
程
】
２
月
６
日（
土
）〜
７
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
頃
〜
翌
朝
お
昼
前
ま
で

【
場
所
】
南
川
地
区　

松ま
つ

原ば
ら

恵え

後ご

の
崎さ

き

神
楽

【
日
程
】
２
月
13
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
３
時
頃
〜
12
時
頃
ま
で

【
場
所
】
松
の
平
地
区　

恵
後
の
崎

■
問
い
合
わ
せ
先

　

諸
塚
村
観
光
協
会

　
　

☎
０
９
８
２

−

６
５

−

０
１
７
８

　11月３日に内閣府より発表された秋の叙勲で、椎
葉 孝さんが瑞

ずい

宝
ほう

単
たん

光
こう

章
しょう

を受章されました。
　椎葉 孝さんは昭和43年、43歳の時に民生児童委
員になり、平成13年まで11期33年務められました。
また、平成10年からの３年間は、椎葉村民生委員児
童委員協議会会長を歴任。村の民生委員児童委員活
動の発展と地域住民の福祉の向上に尽力され、その
功績とご労苦が認められ、今回の受章となりました。
　伝達式は11月４日に宮崎県庁で行われ、東国原知
事より手渡されました。また、25日には椎葉村長へ
の受章報告が行われ、お祝いの言葉が贈られました。

秋
の
叙じ

ょ

勲く
ん

を
受
章　
＝ 

社
会
福
祉
功
労 

＝

椎葉 孝
たかし

 さん（83歳） 不土野（不土野中）

　10月19日から椎葉駐在所で勤務することになりま
した。両親が不土野の生まれであることから、椎葉
はどこか懐かしい感じもしています。村民の皆様が
安心して生活できるよう頑張りたいです。

赴ふ

任に
ん

し
て
き
ま
し
た

椎
葉 

史の
り

彦ひ
こ 

さ
ん
（
30
歳
）

椎
葉
駐
在
所 

勤
務

　

教
育
委
員
の
那
須
一
昭
さ
ん（
54
歳
・

鹿
野
遊
）
の
退
任
に
と
も
な
い
、
新
教

育
委
員
と
し
て
荒
竹
ト
シ
子
さ
ん
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
21
年
10

月
17
日
か
ら
の
４
年
間
で
、
今
後
、
村

の
教
育
行
政
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ

き
ま
す
。

教
育
委
員
会
と
は

　

教
育
委
員
会
と
は
、
教
育
長
を
含
む

５
人
の
委
員
で
構
成
す
る
県
や
市
町
村

に
お
か
れ
る
合
議
制
の
執
行
機
関
で

す
。
委
員
の
任
期
は
４
年
で
、
村
長
が

議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
し
ま
す
。
毎

月
定
例
会
を
開
催
し
、
教
育
行
政
の
基

本
方
針
や
重
要
事
項
を
決
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
教
育
や
社
会
教
育
な
ど

教
育
行
政
の
一
体
的
な
推
進
や
処
理
に

つ
い
て
の
協
議
を
し
て
い
ま
す
。

椎
葉
村
教
育
委
員
に

　
　

荒
竹
さ
ん
を
選
任

荒
あ ら

竹
た け

 トシ子 さん（60歳）
尾八重（松木）



Public Relations of  SHIIBA 1�2009（H21）12月号

新
庁
舎
建
設
計
画 

進
行
中
！

椎
葉
村
役
場 

築
52
年

　

11
月
11
日
に
椎
葉
村
光
フ
ァ
イ
バ
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
工
事
の
「
安
全
祈
願
祭
」

及
び
「
着
工
式
」
が
椎
葉
厳
島
神
社
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
工
事
は
12
月
に
始
ま
り
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

−

九
州
が
行
い
ま
す
。

　

今
後
３
回
の
予
定
で
、
調
査
員
が
お
宅

を
訪
問
し
ま
す
。
そ
の
際
、
調
査
と
工
事

を
行
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
作
業
員
は
椎
葉
村
が
発
行
す
る
証
明

書
を
身
に
つ
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

総
務
課 

企
画
観
光
グ
ル
ー
プ

　
　

☎
０
９
８
２

−

６
７

−

３
２
０
３

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

−

九
州 

宮
崎
営
業
所

　
　

☎
０
９
８
２

−

６
７

−

２
０
４
６

地
デ
ジ
の
準
備 

着
々

光
の
工
事
が

　
　

始
ま
り
ま
す▲椎葉厳島神社での安全祈願祭

　（11月11日）

公
共
施
設
を
安
全
に
！

　

平
成
17
年
に
社
会
問
題
と
な
っ
た
耐
震

強
度
の
偽
装
問
題
。
そ
の
後
、
公
共
施
設

等
の
耐
震
調
査
が
実
施
さ
れ
、
指
摘
を
受

け
た
学
校
で
は
補
強
工
事
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
現
在
、村
内
で
最
も
古
か
っ
た
大
河

内
小
学
校
の
校
舎
は
取
り
壊
さ
れ
、
新
築

工
事
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
椎
葉

小
学
校
や
椎
葉
中
学
校
の
体
育
館
補
強
工

事
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

築
52
年
を
迎
え
ま
し
た

　

上
椎
葉
ダ
ム
建
設
後
の
昭
和
32
年
に
椎

葉
村
役
場
庁
舎
は
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
当

時
と
し
て
は
数
少
な
い
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
の
２
階
建
て
。
そ
の
後
、
増
改
築

を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
半
世
紀
を
超
え
て

椎
葉
村
政
を
見
守
っ
て
き
ま
し
た
。

耐
震
診
断
を
受
け
ま
し
た

　

老
朽
化
に
よ
り
雨
漏
り
や
漏
電
が
頻
繁

に
発
生
。
耐
震
性
へ
の
問
題
も
あ
り
、
調

査
を
実
施
。
最
低
限
補
強
工
事
が
必
要
と

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
消
防
防
災
や
救
急

等
の
危
機
管
理
対
策
、
地
デ
ジ
対
策
を
含

め
た
Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
の
問
題
、
施
設
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
等
、
抜
本
的
な
改
築
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

改
築
を
検
討
中

　

昨
年
、
地
デ
ジ
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

の
建
設
に
併
せ
検
討
を
開
始
。
議
会
と

の
協
議
を
重
ね
、
今
年
５
月
に
は
職
員

に
よ
る
庁
舎
改
築
等
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
改
修
・
新
築
の
検
討
協
議
を
行
い
、

基
本
計
画
を
作
成
。
現
在
は
、
議
会
・
区

長
会
と
協
議
し
な
が
ら
、
新
庁
舎
建
設
の

基
本
設
計
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

村
民
の
皆
様
に
は
、
逐
次
報
告
い
た
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

総
務
課 

財
政
グ
ル
ー
プ

　
　

☎
０
９
８
２

−

６
７

−

３
２
０
１

▲思い出の詰まった旧校舎。地区の皆さんで記念撮影
（９月26日・大河内小学校）

▲半世紀を超えて村政を見守ってきた椎葉村役場の庁舎
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椎葉村役場
　福祉保健課健 康 だ よ り №147

シリーズ

「食生活」

「食事」で寒さに負けない体に 　寒い日が続いています。今回
は、寒さに負けない体づくりのた
めの食事についてお伝えします。

体を温める食材
とうがらし　しょうが　さんしょう　玉ねぎ　かぼちゃ　
やまいも　にんにく　ねぎ　みょうが　にら　など

　香辛料や寒い時期にとれる食材に
は、体の中で熱を作る成分を含んでい
るなど、体を温める効果があります。

　生野菜や暑い時期にとれる食材は体
を冷やします。寒い時期に食べるとき
は加熱して食べましょう。

　また、体の熱は筋肉で作られます。
体を温める食材と一緒に、筋肉の材料
になるたんぱく質
を多く含む食材を
食べるとさらに効
果的です。

　冬の定番料理として鍋料理を思い浮かべる方も多いかと思います。鍋

料理は野菜もたくさんとれて簡単に作ることができるので、ここで紹介

した食材を使ってみるといいですね。ぐつぐつ煮えた鍋の中にすりおろ

したやまいもを入れて具材にからめて食べる、にんにくやしょうがを

すったり細かく刻んだりしてひき肉と混ぜ、鶏団子にして食べるなどし

てもおいしく食べることができます。

　鍋料理の際に気を付けてほしいことは、市販の鍋の素には塩分

が多く含まれていることです。最後に雑炊を食べるのが鍋料理の

楽しみでもありますが、塩分の多い鍋の素を飲み干してしまうこ

とにもなります。だしを天然のもの（いりこ、こんぶ、かつおぶ

しなど）で濃いめにとって使うなどしましょう。

　ここで紹介したような食べ方で、寒さに負けない体をつくり、

椎葉の厳しい冬を元気に乗り切りましょう。

筋肉の材料になる
たんぱく質を多く含む食材

肉　魚　卵　大豆・大豆製品　牛乳・乳製品
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○ 新型インフルエンザワクチン接種時に必要な書類
　実際に新型インフルエンザワクチン接種を受ける時は、優先接種対象者であることを確認できる書
類をご用意ください。優先接種対象者の区分ごとの接種時に必要な書類は、下記の通りです。

優先接種対象者の区分 接種時に必要な年齢確認書類　※いづれか１つ

基礎疾患のある方
「優先接種対象者証明書（かかりつけ医で発行）」
※かかりつけ医で接種する場合は必要ありません。

妊　　　　婦 「母子健康手帳」

１歳〜就学前の幼児
「母子健康手帳」、「保険証」、「住民票」など

小学校１〜３年生

１歳未満の乳児の保護者
「母子健康手帳」、「保険証」、「住民票」など
（１歳未満の乳児の保護者と確認できるもの）

小学校４〜６年生 「保険証」、「住民票」など

中学・高校生など 「保険証」、「住民票」、「学生証」など

６５歳以上の方 「保険証」、「運転免許証」、「住民票」など

※太線内の方は、主に村外の病院で接種を希望する場合に書類が必要です。該当者には個別に案内を
送付いたします。椎葉村国民健康保険病院で接種を希望する場合は、その案内で、接種時に必要な
書類を確認してください。

※年齢は、接種時点での年齢です。
※２回目の接種時には、１回目の接種の記録が示されている「新型インフルエンザ予防接種済証」を

持参してください。２回接種になるかどうかは、接種を受ける医師または病院で確認してください。

【新型インフルエンザワクチン接種に関する問い合わせ先】
かかりつけ医または、役場 福祉保健課 保健予防係（電話：０９８２−６８−７５１０）

○ 優先接種対象者の新型インフルエンザワクチン接種にかかる
　 自己負担金

　自己負担金の詳細は下記の通りです。

接種を希望する医療機関
自己負担金の詳細

村民税課税世帯 村民税非課税世帯 生活保護受給世帯

椎葉村国民健康保険病院 １，０００円 ０円 ０円

日向市東臼杵郡医師会に
入っている医療機関 １，０００円

０円 ０円

※証明書の提出が必要です。
　役場 福祉保健課までお問い合わせください。

その他の医療機関
（県外含む）

３，６００円 ３，６００円 ３，６００円

※接種時に全額を支払ってください。
　その後、役場での手続きにより、費用の全部または一部が返金され
　ます。
　役場 福祉保健課までお問い合わせください。

《既に、全額自己負担で接種を済ませた方》
　基礎疾患のある方や妊婦は、手続きにより、接種費用の全部または一部が返金されます。
　役場 福祉保健課 保健予防係までお問い合わせください。



椎葉村役場 福祉保健課
ワクチン接種について

インフルエンザ新型
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○ 新型インフルエンザワクチン接種の優先接種対象者と宮崎県の
　 スケジュール 

　新型インフルエンザワクチン接種の優先接種対象者と宮崎県のスケジュールは下記の通りです。た
だし、このスケジュールはワクチンの入荷状況により変更される場合があります。

　現在、始まっている新型インフルエンザワクチン接種は、国の方針により決められた
優先接種対象者の新型インフルエンザワクチン接種スケジュールに沿って行っています。

接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
12
月
１
日
現
在
）

＊＊＊ 新型インフルエンザワクチン接種ができる医療機関 ＊＊＊
　国が取りまとめた受託医療機関リストにある医療機関でしか接種できません。なお、かかりつけ
医のいる方は、下記の事項をかかりつけ医に確認してください。
　　①自分が新型インフルエンザワクチン接種の優先接種対象者になるかどうか。
　　②優先接種対象者になる場合、そのかかりつけの病院で、新型インフルエンザワクチン接種が
　　　できるかどうか。
　優先接種対象者の内、かかりつけ医のいない方は、新型インフルエンザワクチン接種ができる医
療機関の中から接種する病院を決めて頂くことになります。椎葉村国民健康保険病院も新型インフ
ルエンザワクチンが接種できる医療機関になっています。（妊婦・基礎疾患を有する方以外の優先
接種対象者には、接種時期になりましたら、個別に案内を送付しますので、その案内で新型インフ
ルエンザワクチン接種ができる医療機関を確認してください）



静と動  能面と神楽面展
　11月10日からの６日間、県立美
術館で開催された能面と神楽面
の個展。面師・古川三

み

鶴
つる

亀
き

さん
（73歳・尾田山中）制作の80点が
展示され、多くの来場者がその
一つ一つを食い入るように眺め
ていました。（11月14日・宮崎市）

　過去最高の9314点の応募があった第39回児童・幼児動
物画コンクール。入賞は22点。その中の銀賞に、西米良
村のふたば園に通う椎葉結名ちゃん（４歳・大河内 丸野）
のキリンの絵が選ばれました。

かわいいキリンの絵
椎葉結

ゆ

名
な

ちゃん銀賞

　

美
郷
町
の
各
区
と
諸
塚
村
、椎
葉
村
に
よ
る
第
４
回
入
郷
ブ
ロ
ッ
ク
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
。
出
場
し
た
の
は
全
部
で
19
チ
ー
ム
。
椎
葉
村
か
ら
も
４

チ
ー
ム
。そ
の
中
か
ら
尾
八
重
チ
ー
ム
が
準
決
勝
・
決
勝
へ
と
勝
ち
進
み
、

見
事
優
勝
の
栄
冠
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。（
11
月
18
日
・
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
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入郷チャンピオンは
椎葉村の尾八重チーム
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カメラ
さんぽ 春夏秋冬

まるごと椎葉

椎葉村紅葉散策
　今年もきれいに衣替え。11月に見ごろを迎え、皆さん
の目を楽しませてくれました。（11月１日・大河内ヒラ谷）
　※撮影者：甲斐宗昭さん（上椎葉下２）

日本一を祝う花束
椎葉産「デルフィニウム」

　

東
国
原
知
事
か
ら
読
売
巨
人

軍
の
桃
井
球
団
社
長（
左
）と
滝
花

オ
ー
ナ
ー（
右
）へ
、プ
ロ
野
球
日
本

シ
リ
ー
ズ
の
優
勝
祝
い
と
し
て
贈
ら

れ
ま
し
た
。（
11
月
９
日
・
東
京
都
）

自然では日本最大級！！
巨大ツリーのライトアップ
　高さ30ｍのメタセコイアの木に９千個の明かり。

「希望のともしびづくり」実行委員会（尾前一日出会長）
の皆さんが設置したイルミネーションが、夜空を温か
く照らします。（11月20日・椎葉小学校グラウンド）
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は
、
当
主
が
、
毎
朝
、
自
家
の
神
仏
、
お
日
の
出

と
自
家
の
田
圃
を
拝
む
美
俗
と
切
り
離
し
て
考

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。『
椎
葉
の
民
話
』を
発
表

し
始
め
て
百
二
十
一
回
に
も
な
っ
た
。
自
然
、
全

国
的
に
も
い
ろ
い
ろ
な
人
の
目
に
入
っ
た
。
感
想

が
言
っ
て
来
る
。「『
遠
野
物
語
』み
た
い
で
す
ね
」。

そ
の
通
り
だ
。
だ
が
、
少
し
違
う
。『
遠
野
物
語
』

は
、
佐
々
木
喜
善
氏
語
る
と
こ
ろ
を
、
一
代
の
硯

学
柳
田
国
男
翁
が
入
念
に
手
を
入
れ
た
翁
の
著

作
で
あ
る
。『
椎
葉
の
民
話
』は
、
私
ご
と
き
軽
輩

が
中
心
に
な
っ
た
作
業
だ
が
、
凄
い
こ
と
に
は
、

そ
の
民
話
は
、
椎
葉
の
村
人
の
語
る
生
の
ま
ま

の
民
話
で
あ
る
。
い
っ
た
い
昔
話
は
、
村
の
子
供

た
ち
が
最
初
に
与
え
ら
れ
る
情
操
教
育
で
あ
る
。

そ
の
内
容
の
堅
実
な
こ
と
。
教
育
的
な
こ
と
。
文

章
表
現
の
高
度
な
こ
と
。『
椎
葉
の
民
話
』は
美

し
い
村
風
の
根
底
を
な
す
物
で
あ
っ
た
。し
か
も
、

す
で
に
忘
れ
ら
れ
た
日
本
の
美
し
い
国
風
の
輝
き

を
、
今
も
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
い
る
。
村
の
皆
さ

ん
。
こ
の
上
は
、
ど
う
か
、
こ
の『
椎
葉
の
民
話
』

と
い
う
村
の
資
産
を
村
の
振
興
に
活
か
し
て
く

だ
さ
い
。
誇
り
を
持
っ
て
、
林
業
を
再
生
し
、
あ

の
駄
賃
付
け
に
代
わ
る
力
強
い
経
済
活
動
を
興

し
て
く
だ
さ
い
。
永
い
間
よ
い
勉
強
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
、ほ
ん
と
う
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

民
話
調
査
に
従
事
し
た
西
南
学
院
大
学
の
学

生
・
院
生
諸
君
、困
難
な
調
査
を
立
派
に
や
り
遂

げ
て
く
だ
さ
っ
て
、感
謝
で
す
。
参
加
し
て
も
、

聞
き
手
の
項
に
名
前
が
出
て
来
な
い
人
も
い
た

か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
、伝
票
だ
っ
て
、そ
の
伝

票
を
起
こ
し
た
人
の
名
前
を
書
か
な
く
て
は
い
け

な
い
。
同
じ
こ
と
で
、
文
章
起
こ
し
を
し
た
人
の

名
前
を
た
だ
出
し
た
だ
け
で
す
。
だ
が
、こ
の
椎

葉
村
の
民
話
調
査
で
発
掘
さ
れ
た
珠
玉
の
一
話
、

一
話
の
整
理
・
保
存
の
成
果
は
、椎
葉
村
の
村
民
の

皆
さ
ん
と
、調
査
に
参
加
し
た
人
全
部
の
も
の
で

す
。
そ
れ
が『
共
同
調
査
』と
い
う
も
の
で
す
。
ほ

ん
と
う
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。お
礼
を
申
し
ま
す
。

　

最
後
に
椎
葉
村
・
椎
葉
村
教
育
委
員
会
・
椎

葉
民
俗
芸
能
博
物
館
そ
し
て
『
広
報
し
い
ば
』

の
代
々
の
編
集
の
皆
さ
ん
、
ほ
ん
と
う
に
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
（
西
南
学
院
大
学 

名
誉
教
授　

山
中 

耕
作
）

　

ク
ニ
子
さ
ん
は
秋
篠
宮
様
も
お
訊
ね
に
な
る

ほ
ど
の
篤
農
家
。
そ
の
一
日
は
、
神
仏
の
お
世
話

で
始
ま
る
。
身
じ
ま
い
を
す
る
と
、
ま
ず
、
神
棚

を
拝
み
、
仏
壇
に
お
茶
と
御
飯
を
供
え
て
合
掌
。

朝
い
ち
ば
ん
に
庭
に
出
た
と
き
に
は
、お
日
様
に

「
今
日
も
家
内
中
元
気
で
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
」

と
拍
手
を
打
つ
。
椎
葉
村
で
は
早
朝
、当
主
が
庭

に
出
て
お
日
の
出
を
拝
み
、
次
に
自
家
の
田
圃
に

向
っ
て
祈
る
、
と
い
う
話
を
聞
く
。
椎
葉
は
ま
さ

し
く
神
国
日
向
ら
し
い
太
陽
信
仰
の
村
で
あ
る
。

　

さ
て『
椎
葉
の
民
話
』の
特
徴
を
一
口
に
言
え
ば
、

椎
葉
村
は
高
山
域
な
が
ら
、山
林
斗
藪
の
阿
蘇
修

験
・
霧
島
修
験
・
鵜
戸
の
神
人
・
宇
佐
神
人
・
熊
野

比
丘
さ
て
は
天
満
宮
神
人
た
ち
の
修
行
道
の
一
大

交
差
点
で
あ
っ
た
。こ
の
人
々
、相
当
優
れ
た
宗
教

家
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
う
し
て
椎
葉
村
は
、そ
れ

ら
宗
教
家
に
よ
っ
て
拓
か
れ
た
村
で
は
あ
る
ま
い

か
。
い
っ
た
い
椎
葉
村
は
五
穀
・
蕎
麦
・
野
菜
は
見

事
だ
。米
の
普
及
は
昭
和
三
十
年
代
だ
が
、他
の
穀

物
の
美
味
な
こ
と
と
、い
っ
た
ら
な
い
。
焼
畑
の
蕎

麦
は
超
特
級
。
茹ゆ

で
た
玉
蜀
黍
の
歯
触
り
・
舌
触

り
は
、良
質
の
お
米
を
炊
い
た
か
の
よ
う
。野
菜
類

の
色
艶
・
味
の
良
さ
、椎
茸
の
美
味
は
比
較
を
絶
す

る
。
余
程
丹
念
な
作
業
を
経
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

実
に
椎
葉
全
村
が
篤
農
家
集
団
な
の
で
あ
る
。昔

話
を
聞
き
に
訪
問
し
た
お
宅
で
食
べ
た
漉こ

し
餡あ

ん

の

お
汁
粉
は
、銀
座
で
出
店
し
て
も
倒
産
は
決
し
て

し
な
い
だ
ろ
う
。お
茶
は
た
だ
で
さ
え
美
味
な
の

に
、カ
キ
モ
チ
を
炙あ

ぶ

っ
て
砕
い
た
も
の
を
茶
碗
に
入

れ
て
も
ら
っ
た
と
き
の
味
・
香
り
は
、ま
さ
し
く
醍だ

い

醐ご

味み

だ
っ
た
。だ
い
た
い
暮
ら
し
が
上
品
な
の
だ
。

水
は
良
質
。「
森
林
の
雫 

椎
葉
自
然
水
」は
水
割

り
・
コ
ー
ヒ
ー
に
抜
群
。驚
い
た
の
は
そ
の
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
だ
。買
っ
て
帰
っ
て
何
度
使
っ
て
も
、け
っ

し
て
曇
ら
な
い
。健
全
な
仕
事
観
を
持
ち
、創
意
工

夫
に
真
剣
な
の
は
、
椎
葉
村
民
の
特
徴
だ
。

　

今
、世
界
各
地
で
、深
刻
な
民
族
紛
争
・
宗
教

紛
争
が
続
い
て
い
る
。
し
か
し
椎
葉
村
は
、源
平

の
子
孫
が
仲
良
く
助
け
合
っ
て
暮
ら
し
て
き
た
。

　

こ
う
し
た
村
の
好
風
、
美
風
。
農
林
業
を
中

心
と
し
た
仕
事
熱
心
な
村
人
の
生
活
の
堅
実
さ

種
を
先
祖
代
々
守
っ
て
き
て
、
今
で
も
こ
の
辺

の
大
事
な
作
物
ち
ゅ
う
て
、
焼
き
畑
と
い
っ

し
ょ
に
守
り
続
け
よ
る
と
じ
ゃ
が
。

（
聞
き
手
：
松
岡 

正
社
）

※
① 

白
鳥
神
社 

＝ 

霧
島
山
地
の
西
の
え
び

の
市
に
六
観
音
池
が
あ
る
。
姫
路
市
の

書し
ょ

写し
ゃ

山ざ
ん

の
性

し
ょ
う

空く
う

上
人
が
、
霧
島
修
行
中
、

日
本
武
尊
に
導
か
れ
て
六
観
音
の
示
現

を
仰
い
だ
伝
説
地
。
こ
こ
に
も
白
鳥
神

社
が
あ
っ
て
、
椎
葉
の
白
鳥
神
社
と
拘か

か

わ
り
深
い
。
御
池
は
熊
本
県
の
球
磨
川

と
宮
崎
県
の
耳
川
を
分
け
る
湿
原
祭
場

で
、
神
霊
去
来
の
至
聖
地
。
霧
島
の
高

千
穂
峰
直
下
の
御
池
と
阿
蘇
山
の
神
池

と
、
そ
し
て
先
の
六
観
音
池
と
に
は
全

く
同
型
の
縁
起
が
伝
わ
り
、
三
者
の
修

験
の
関
係
は
密
接
。

※
② 

一
の
杉 

＝ 

白
鳥
神
社
境
内
入
り
口
に

立
つ
大
杉
。
樹
齢
八
〇
〇
年
以
上
。
樹

高
四
〇
メ
ー
ト
ル
。
幹
周
り
七
メ
ー
ト

ル
八
〇
セ
ン
チ
。
宮
崎
県
巨
樹
百
選
に

選
ば
れ
て
い
る
。

※
③ 

神
楽
や
的
射 

＝ 

氏
子
域
の
向
山
日
当
・

向
山
日
添
・
追
手
納
三
地
区
で
は
毎
年

十
二
月
に
神
楽
を
、
平
家
落
人
が
自
害

し
た
旧
三
月
十
七
日
に
供
養
の
た
め
春

祭
に
的
射
を
奉
納
す
る
。

※
④ 

平
家
カ
ブ
・
平
家
ダ
イ
コ
ン 

＝ 

こ
の
カ

ブ
・
ダ
イ
コ
ン
は
荒
れ
地
に
も
よ
く
繁

殖
す
る
。
兵
庫
県
城
崎
郡
香
住
町
御
崎

は
、
平
通
盛
の
側
室
小
宰
相
・
伊
賀
平

内
左
衛
門
が
漂
着
し
た
伝
説
地
。
こ
こ

で
も
平
家
カ
ブ
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
。

御
崎
も
酷
い
荒
れ
地
で
あ
っ
た
。

　

昔
、
平
家
の
落
人
が
、
源
氏
に
追
わ
れ
て
、

向
山
ま
で
、
逃
げ
て
来
た
ち
ゅ
う
。
そ
の
と
き
、

抱か
か

え
て
持
っ
て
来
た
、
日や

ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

本
武
尊
を
祀ま

つ

っ
た

神み
こ
し輿
を
、
も
う
こ
れ
以
上
は
持
っ
て
逃
げ
れ
ん

ち
ゅ
う
て
、
こ
の
向
山
に
置
い
て
行
っ
た
げ
な
。

そ
う
し
て
落
人
は
、
こ
こ
か
ら
ま
ぁ
だ
山
奥
に

入
っ
た
白
鳥
山
の
、
御
池
ち
ゅ
う
と
こ
で
自
害

し
て
、
周
り
は
し
ば
ら
く
は
血
の
海
じ
ゃ
っ
た

げ
な
。
後
に
そ
の
日
本
武
尊
を
祀
っ
た
神
輿

を
、
白
鳥
神
社
※
①
ち
ゅ
う
て
、
ム
ラ
の
者
で

大
事
に
し
た
ち
ゅ
う
。
し
た
な
り
ゃ
あ
、
日
本

武
尊
は
、
戦い

く
さ
の
神
様
ち
ゅ
う
て
言
う
て
、
知
ら

れ
て
お
る
も
ん
じ
ゃ
け
ぇ
、
戦
争
が
あ
っ
た
と

き
に
ゃ
あ
、
九
州
の
各
地
か
ら
兵
隊
さ
ん
が
願

を
掛
け
に
来
た
ち
ゅ
う
わ
い
。
ま
た
、
白
鳥
神

社
に
は
、落
人
が
植
え
た
「
一
の
杉
※
②
」
ち
ゅ

う
神
木
が
あ
っ
て
、
神
社
に
行
く
参
道
の
い

ち
ば
ん
初
め
に
あ
っ
て
、
枝
振
り
が
い
ち
ば
ん

良え

ぇ
か
ら「
一
の
杉
」ち
ゅ
う
て
、呼
ぶ
ご
と
な
っ

た
と
ち
ゅ
う
わ
い
。
ま
ぁ
た
ム
ラ
の
皆
が
、
願

を
掛
け
る
た
び
に
、
植
え
た
大
け
な
杉
が
い
っ

ぱ
い
あ
っ
た
け
ん
ど
も
、
神
社
の
建
て
替
え
や

ら
に
使
こ
う
て
、今
で
は
も
う
、こ
の
「
一
の
杉
」

だ
け
に
な
っ
て
し
も
う
た
。
私
ん
と
こ
辺
の
字

名
は
「
神み

こ
し輿
」
ち
ゅ
う
て
い
う
し
、
ム
ラ
の
者

は
、
神
楽
や
的ま

と

射い

※
③
を
し
て
、
今
で
も
皆
で

大
事
に
し
て
祀
っ
ち
ょ
る
。
そ
う
し
て
、
平
家

落
人
が
逃
げ
て
来
た
と
き
に
持
っ
て
き
た
ち
ゅ

う
「
平
家
カ
ブ
」「
平
家
ダ
イ
コ
ン
」
※
④
は
、

「
白
鳥
神
社
の
一
の
杉
」

語
り
手　

椎
葉 
ク
ニ
子 

さ
ん

尾
向
（
向
山
日
添
）

大
正
13
年
３
月
11
日
生
ま
れ

椎
葉
の
散
歩
道
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最終回

椎
葉
の
民
話



チャイルドシート着用を！
購入費を補助します

　道路交通法により、６歳未満児の
乗車にはチャイルドシートやベビー
シート等の補助装具の備え付けが義
務化されています。椎葉村では、購
入に対しての独自の補助制度があり
ます。ぜひご利用ください。
■補助金額　購入価格の半分
　　※100円未満は切り捨て
　　※補助限度額は１万５千円
■提出書類
　①補助金交付申請書
　　（すこやか館にあります）
　②購入に係る領収書
　　（商品名明記のもの）
■その他
　※申請期限は購入より１年
■問い合わせ先
　役場 福祉保健課 福祉係
　　☎０９８２−６８−７５１２

椎葉村への「ふるさと納税」
ありがとうございます

　椎葉村へのふるさと納税をいただ
きました。お申し出のあった目的のた
めに、大切に使わせていただきます。

【４月〜 11月分】
匿名希望 様（千葉県袖ヶ浦市）
匿名希望 様（神奈川県横浜市）
喬橋 英憲 様（福岡県福岡市）
河口 道弘 様（宮崎県延岡市）
古賀 安理 様（福岡県福岡市）

※ふるさと納税は随時受付を行って
おります。

■問い合わせ先
　役場 総務課 企画観光グループ
　　☎０９８２−６７−３２０３

製造事業所の皆様へ
　経済産業省では、工業統計調査を
平成21年12月31日現在で実施しま
す。この調査は、製造業を営む事業
所を対象として行われ、その結果は、
行政機関・企業・各種学校などの資
料や教材として広く利用されます。
　調査内容の秘密は堅く守られま
す。ご協力をお願いいたします。
■問い合わせ先
　椎葉村役場 総務課 行政グループ
　　☎０９８２−６７−３２０１

税の納期（12月分）
納税はお早めに

　【固 定 資 産 税】（３期）
　【国民健康保険税】（７期）
■納　期　限　12月28日
■口座振替日　12月21日
　税金の納め忘れはありませんか。
納期限を過ぎますと、督促状の発行
や滞納整理の事務などで、必要以上
の経費（税金）が必要となります。
税金は期限内に納めましょう。

平成21年度 村（県）民税
地区別滞納者数 一覧

上椎葉（34）・鹿野遊（　3）
仲　塔（　3）・尾八重（　3）
尾　向（14）・不土野（　4）
栂　尾（　0）・大河内（　4）
小　崎（　8）・松　尾（16）

【合　計】95人（村外６含む）
※11月10日現在（課税者数 695）

■問い合わせ先
　役場 税務住民課 税務グループ
　　☎０９８２−６７−３２０５

お気軽に「行政相談」へ
　行政に関する苦情や要望はござい
ませんか。お気軽にご相談ください。
■期日　12月８日・１月12日
　　　　　※毎月第２火曜日
■時間　9：00 〜 12：00
■場所　保健センター「すこやか館」
■問い合わせ先
　役場 総務課 行政グループ
　　☎０９８２−６７−３２０１

悩まずに「心配ごと相談」へ
　夫婦や家族のこと。お金のこと。
ちょっとしたトラブル。どんなこと

でもけっこうです。心の悩みをかか
えていませんか？ぜひご相談くださ
い。（電話でも対応いたします）
■期日　12月21日・１月18日
　　　　　※毎月第３月曜日
　（ただし、祝祭日の場合は翌日）
■時間　10：00 〜 15：00
■場所　保健センター「すこやか館」
■問い合わせ先
　椎葉村社会福祉協議会
　　☎０９８２−６７−２２７５

インフルエンザ予防接種
延期と中止のお詫び

　季節性インフルエンザの予防接種
が、ワクチン入荷量の制限や入荷時
期の遅れにより、延期や中止となり
ました。事前に予約をされました皆
様に、ご迷惑とご心配をお掛けいた
しました。深くお詫びいたします。
　現在、ワクチン確保に努力してお
ります。入荷次第、予防接種を実施
いたしますので、ご理解とご協力を
お願いいたします。
■問い合わせ先
　椎葉村国民健康保険病院
　　☎０９８２−６７−２００８

特定疾患の対象が
追加されました

　10月１日より特定疾患治療研究事
業の対象疾患が増えました。12月28
日までに保健所への申請をお済ませ
ください。10月１日以降の該当疾患
の医療費が助成の対象となります。

【追加対象疾患】※11疾患
①家族性高コレステロール血症

（ホモ接合体） ②脊髄性筋萎縮症 
③球脊髄性筋萎縮症 ④慢性炎
症性脱髄性多発神経炎 ⑤肥大型
心筋症 ⑥拘束型心筋症 ⑦ミトコ
ンドリア病 ⑧リンパ脈管筋腫症 
⑨重症多刑滲出性紅斑（急性期） 
⑩黄色靱帯骨化症 ⑪間脳下垂体
機能障害

■問い合わせ先
　宮崎県 健康増進課
　　☎０９８５−２６−７０７９
　宮崎県 日向保健所
　　☎０９８２−５２−５１０１

Shiiba Information

お知らせ
●椎葉村ホームページ
http://www.vill.shiiba.miyazaki.jp
●椎葉村メールアドレス
shbwebm@vill.shiiba.miyazaki.jp

村内のうごき  ●11月１日現在
　男　　1,566人（＋7）
　女　　1,572人（−1）
　計　　3,138人（＋6）
世帯数　1,267戸（＋1）
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４
日　

官
公
庁
仕
事
始
式

　
　
　

椎
葉
村
成
人
式

　
　
　
　
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

６
日　

消
防
出
初
め
式

　
　
　
　
（
椎
葉
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

　
　
　

小
中
学
校
３
学
期
始
業
式

７
日　

延
岡
市
と
の
調
印
式
予
定

　
　
　
　
（
定
住
自
立
圏
関
係
）

９
日　

子
牛
セ
リ
市

　
　
　
　
（
〜
10
日
・
延
岡
市
）

11
日　

成
人
の
日

12
日　

新
春
賀
詞
交
歓
会

　
　
　
　
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

予
防
接
種
（
三
種
混
合
）

　
　
　

行
政
相
談
（
す
こ
や
か
館
）

15
日　

椎
葉
中
学
校
入
学
説
明
会

16
日　

県
公
民
館
大
会
（
延
岡
市
）

17
日　

家
庭
の
日（
毎
月
第
３
日
曜
日
）

18
日　

心
配
ご
と
相
談（
す
こ
や
か
館
）

19
日　

予
防
接
種
（
Ｍ
Ｒ
）

20
日　

和
牛
登
録
（
那
須
橋
）

22
日　

松
尾
中
学
校
入
学
説
明
会

23
日　

第
２
回
ス
ポ
少
認
定
講
習
会

　
　
　
　
（
〜
24
日
・
川
南
町
）

26
日　

妊
婦
・
乳
児
・
お
誕
生
日
相
談

　
　
　

乳
児
健
診
・
予
防
接
種

　
　
　
　
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
Ｍ
Ｒ
・
ポ
リ
オ
）

28
日　

私
立
高
校
入
試
（
〜
29
日
）

１
月
の
主
な
行
事

BOOK  CORNER

おすすめの１冊
開発センター
■問い合わせ先
　椎葉村教育委員会
　☎0982−67−2850

図書室だより鹿野遊小学校

　

ど
ろ
ん
こ
大
好
き
な
こ
ぶ
た
が
、

う
ち
を
逃
げ
だ
し
、
ど
ろ
ん
こ
探
し

の
旅
に
出
る
お
話
。
こ
ぶ
た
の
愛
ら

し
い
表
情
が
た
ま
り
ま
せ
ん
。
大
人

も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
不
朽
の
名
作
。

『
ど
ろ
ん
こ 

こ
ぶ
た
』

【
文
化
出
版
局
】

（
作
）
ア
ー
ノ
ル
ド
・
ロ
ー
ベ
ル

（
訳
）
岸
田　

衿
子

30

　

１
９
８
４
年
の
東
京
で
繰
り
広
げ

ら
れ
る
２
つ
の
物
語
。
あ
る
出
来
事

を
き
っ
か
け
に
１
９
８
４
年
の
世
界

は
１
Ｑ
８
４
の
世
界
へ･･･

。
社
会

現
象
に
な
っ
た
話
題
の
本
! !

『
１
Ｑ
８
４
』

【
新
潮
社
】

（
著
）
村
上　

春
樹

戸
籍
だ
よ
り
（
10
月
届
出
分
）

鹿野遊小 ４年

那須 結
ゆ

心
み

 さん

　

こ
の
本
は
、
主
人
公
の
あ
す
か
が

家
族
の
心
を
か
え
、
学
校
で
の
い
じ

め
を
な
く
す
物
語
で
す
。
私
は
こ
の

本
か
ら
、
勇
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

『
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
』【

小
学
館
】

（
著
）
青
木 

和
雄
・
吉
富 

多
美

鹿野遊小 講師

松
まつ

葉
ば

 祐
ゆう

輝
き

 さん

　

亀
と
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
と
魚
。た
っ

た
３
匹
だ
か
ら
こ
そ
仲
良
く
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
人
間
関
係
の
お
手

本
に
な
る
絵
本
だ
と
思
い
ま
す
。

『
た
っ
た 

さ
ん
び
き
だ
け
の 

い
け
』

【
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
】

（
絵
と
文
）
宇
治 

勲

出
生　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　

椎
葉 

大ひ
ろ

翔と 

く
ん

（
不
土
野
上
）
誠
二
・
香
奈 

さ
ん

　
　

安
藤 

青そ

空ら 

く
ん

（
大
河
内 

城
）
徳
光
・
真
紀 

さ
ん

死
亡　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　

藏
座 

正
義 

様
（
86
歳
）

　
　
　

尾
向
（
向
山
日
当
下
）

故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

　

椎
葉 

利
勝 

様
（
ロ
ク
ロ
）

　
　
（
故 

椎
葉 

サ
キ
子 

様
）

　

藏
座 

道
雄 

様
（
向
山
日
当
下
）

　
　
（
故 

藏
座 

正
義 

様
）

　

那
須 

け
い
子 

様
（
椎
原
）

　
　
（
故 

那
須 

松
三
郎 

様
）

　

那
須 

ヨ
シ 

様
（
上
椎
葉
上
一
）

　
　
（
故 

那
須 

正
敏 

様
）

香
典
返
し

（
10
月
分
）
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▼
椎
葉
村
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
「
椎
葉
平
家
ま
つ

り
」
が
終
わ
り
ま
し
た
。
昨
年
は
あ
い
に
く
の

雨
で
し
た
が
、
今
年
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
各
地

で
25
度
を
超
え
る
「
夏
日
」
を
記
録
す
る
ほ
ど

に
。
11
月
と
は
思
え
な
い
陽
気
で
し
た
▼
今
年

の
ま
つ
り
で
も
た
く
さ
ん
の
写
真
を
撮
り
ま
し

た
。
少
し
控
え
目
に
撮
っ
て
４
千
枚
弱
。
甲
斐

写
真
館
の
協
力
分
を
合
わ
せ
る
と
７
千
５
百
枚
。

今
月
号
は
い
つ
も
よ
り
も
多
く
の
写
真
を
掲
載

し
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
ほ
ん
の
一
部
。
紹
介

で
き
な
い
写
真
が
、
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

▼
広
報
担
当
と
な
っ
て
現
在
３
年
目
の
後
半
。

こ
れ
ま
で
に
撮
っ
て
、
整
理
し
て
、
保
存
し
て

い
る
写
真
の
デ
ー
タ
は
約
13
万
枚
。
取
材
に
協

力
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
可
能
な
限
り
写
真

や
デ
ー
タ
を
配
る
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
す
が
、

対
応
で
き
な
い
こ
と
の
方
が
多
い
よ
う
な
。
何

か
手
立
て
が
あ
れ
ば
良
い
の
で
す
が･･･

▼
こ
れ

か
ら
も
「
広
報
し
い
ば
」
で
た
く
さ
ん
の
写
真

を
紹
介
し
ま
す
。
文
章
は
短
く
ま
と
め
、
読
み

や
す
く
し
ま
す
。
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ

を
。
情
報
提
供
も
お
願
い
し
ま
す
（
リ
キ
）

編
集
後
記

E
d

ito
r's C

o
m

m
en

t

今月の表紙  Cover Message
　

平
家
方
の
姫
や
源
氏
方
の
武
将
に
よ

る
大
和
絵
巻
武
者
行
列
。
宮
崎
学
園
吹

奏
楽
部
を
先
頭
に
、
ひ
え
つ
き
節
を
唄

う
民
謡
会
と
鈴
を
手
に
踊
る
婦
人
会
。

太
鼓
に
合
わ
せ
神
楽
を
舞
う
神
楽
保
存

会
。
笑
顔
で
手
を
振
る
稚
児
行
列
。
総

勢
３
０
０
人
の
時
代
絵
巻
。
大
勢
の
見

物
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

椎
葉
平
家
ま
つ
り

『
大
和
絵
巻
武
者
行
列
』

選
評
・
角　

光
雄
先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

《
特
選
》

藁
塚
の
影
の
つ
ぶ
ら
に
日
暮
か
な　

	

中
瀬　
　

汀

［
評
］
藁
塚
は
刈
り
入
れ
の
終
わ
っ
た
田
圃
で
藁
束
を
、
塚
状
に
積
み
上

げ
た
も
の
で
、
地
方
に
よ
っ
て
は
円
錐
状
も
あ
る
。
掲
句
の
よ
う

に
「
つ
ぶ
ら
な
影
」
と
詠
ま
れ
る
と
、
村
人
の
安
堵
感
を
お
も
い

「
日
暮
」
で
憩
い
を
連
想
す
る
。
佳
吟
。

角
瓶
の
髭
が
微
笑
む
夜
長
か
な	

黒
木　

隆
信

［
評
］
秋
の
夜
長
と
言
え
ば
読
書
か
夜
業
が
多
い
が
、
こ
の
作
者
は
呑
み

た
い
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
も
ウ
イ
ス
キ
ー
。
棚
に
並
ん
だ
瓶
の

中
の
Ｎ
社
の
デ
ザ
イ
ン
、
件
の
髭
の
お
じ
さ
ん
の
そ
れ
。
莞
爾
し

て
い
る
の
は
作
者
。

霜
降
や
里
に
や
さ
し
き
雲
う
か
べ　

	

山
本　

和
枝

［
評
］霜
降
は
二
十
四
節
気
の
こ
と
ば
。
一
〇
月
二
三
日
頃
を
言
う
。「
そ

う
こ
う
」
と
読
み
「
し
も
ふ
り
」
と
は
読
ま
な
い
。
句
は
、
里
村

に
ま
だ
温
み
の
あ
る
雲
が
浮
い
て
い
る
が
、
遠
山
は
今
夜
あ
た
り

雪
か
も
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。

《
入
選
》

晩

秋

や

昔

を

し

の

ぶ

臼

太

鼓

那
須　

瑞
穂

秋
天
に
雲
ひ
と
つ
ま
み
久
住
山

那
須　
　

正

寒
き
夜
は
柚
子
み
そ
味
で
焼
と
う
ふ

黒
木
八
重
子

熾
烈
な
る
議
会
論
戦
文
化
の
日

戸
辺　

好
郎

黄
金
の
湯
に
身
を
沈
め
秋
惜
し
む

小
八
重
知
津
子

【
一
年
生
】

さ
く
さ
く
と
足
で
踏
み
分
け
栗
を
取
る

尾
前　

彩
夏

秋
の
空
ど
ん
ど
ん
遠
く
な
っ
て
ゆ
く

谷
川　

朱
理

【
二
年
生
】

満
月
が
椎
葉
の
夜
を
包
み
込
む

甲
斐　

智
英

秋
風
や
月
日
と
共
に
過
ぎ
て
い
く椎

葉
ひ
か
り

【
三
年
生
】

風
吹
い
て
夏
に
手
を
振
る
も
み
じ
の
葉

尾
前　
　

駿

山
々
の
木
の
葉
が
少
し
秋
の
色

右
田　

千
晴

選
・
角　

光
雄 

先
生（
あ
じ
ろ
主
宰
）

俳
句
募
集
＝ 

ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務
課

へ
送
っ
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

椎
葉
中
学
校 

生
徒
作
品

（「
秋
の
俳
句
」
全
一
〇
二
句
よ
り
）
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　ニレ科エノキ属の落葉高木で北海道から九州まで
の日本と、朝鮮半島、中国東北部に分布します。日本
産のエノキ属では唯一北海道まで分布しますので蝦

え

夷
ぞ

の名がついたのでしょう。椎葉村では比較的標高
の低いところに生育します。エノキの漢字「榎」は夏
に日陰を作る良い木ということで作られた国字です。
名の由来には枝が多い木（枝の木）、器具の柄

え

に適す
る木（柄の木）などの説があります。葉は互生し葉身
は長さ６〜10㎝、幅３〜６㎝の卵形で先端が尾状に
伸び、基部は左右不相称です。国蝶のオオムラサキの
食樹となっているのでこの木の傍で見かけた方もお
られることでしょう。黄緑色で目立たない花が４月頃
に咲き、球形の果実が秋に青色から黒色に熟します。
材は狂いが出やすく腐れが入ることが多いためあま
り利用されません。かつては立木に斧で切れ込みを
入れてエノキタケが生えるように仕立てたそうです。

（九州大学演習林　榎木　勉・内海 泰弘）

エゾエノキ
86

フェイス！
Face 
in December

　椎葉村に赴任してきて、早四年がたちました。ミニバ
レーやダンス、その他いろいろな活動を通してたくさん
の方々と知り合うことができ、楽しい毎日を送っていま
す。どこかで見かけた時は、ぜひ声をかけてくださいね。
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未来にはばたけ！

平成19年11月26日生まれ

おとうさん：崇 さん
おかあさん：恵 さん
お姉ちゃん、お兄ちゃんが大好き
で、とってもやんちゃなもねちゃ
ん♡ やさしい女の子に育ってね♡

平成19年12月６日生まれ

おとうさん：裕喜 さん
おかあさん：智枝美 さん
２人のお姉ちゃんがと〜っても
大好き♡ お話も歌も上手！ 元気
いっぱいの いっちゃんで〜す☆
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◎このコーナーでは、職場・各種グループ・スポーツサークルなどを
　紹介し、“笑顔の輪”を広げていきます。
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建設業からの異業種参入

株式会社 尾
お

前
まえ

牧
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場
じょう

　うし年の今年４月、大河内（矢立）に落成した尾前牧場。現在、
親牛が133頭で、来年７月には200頭まで増頭の予定。牧場長
の右田健二さんを中心に、椎葉の畜産業を盛り上げていきます。
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